危険性又は有害性の調査書（リスクアセスメントシート）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記入例用）
	評価実施日
	
	評価

レベル
	改善前
	改善後
	
	社長
	専務
	社員
	作成者

	改善前
	２年4月 2日
	
	
	Ⅴ
	Ⅱ
	
	 eq \o\ac(○,印)
	 eq \o\ac(○,印)
	 eq \o\ac(○,印)　 eq \o\ac(○,印)　 eq \o\ac(○,印)
	 eq \o\ac(○,印)

	改善後
	２年4月15日
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　レベルⅡ以下までリスクを下げる
	評価実施日
	２年4月15日
	評価者
	工場長　安全次郎
	記録者
	班長　　安全三郎

	評価場所
（作業方法）

（被災状況）
	令和２年4月2日に事故発生。手押しかんな盤で製品を加工中、刃の付近にゴミが詰まったため、機械を停止しないままゴミを取り除こうとして右手中指を切った。
ケガの程度（右手中指切断、休業見込み2ヶ月）

	危険箇所（作業）
	作業場所の状況
	対策内容
	　　　リスク評価
	対策日
	備　　考

(改善に必要な用具や費用等)

	
	
	
	
	作業頻度
	ケガの程度
	評価レベル
	
	

	手押しかんな盤での作業。
	・安全カバーは付いていたが、製品を押してやると、カバーが戻らない状態のままで作業していた。
・機械を停止しないまま作業した。
・ゴミを直接手で取り除いた

・安全教育の未実施
	・安全カバーが有効に稼動するよう調整してから作業を行わせる。
・清掃、点検時は機械が停止してから作業を行わせる。

・直接手を触れさせないで、エアーや掃除用具でゴミなどを取り除かせる

・作業標準を作成し、安全教育を実施する。
	改善前
	頻繁

（毎日）
	重傷
	
	２年

4月15日
	掃除用具の購入
（○○○円）

	
	
	
	改善後
	頻繁

（毎日）
	すり傷
	
	
	


	評価レベル
	
	評価

レベル
	危険度
	改善の優先度
	
	総　　評

	作業頻度

（　）は目安

ケガの程度
	まれに
（年数回）
	たまに
（月毎）
	時　々
（週毎）
	頻　繁
（毎日）
	
	
	
	
	
	・機械の点検整備が定期的に行われていなかった。（木材作業主任者を中心に始業時等の点検を確実に行う）

・作業方法について、今までは口頭での指示であったため、文書化して作業者の見やすい位置に掲示する。

・機械の操作中に不具合があった場合は、必ず機械が停止したのを確認してから作業を行わせることを徹底させる。（作業手順書の見直しして、追記する）

	
	
	
	
	
	
	↓
	
	
	
	

	すり傷（通院無し）
	Ⅰ
	Ⅰ
	Ⅱ
	Ⅱ
	
	Ⅴ
	高
	改善するまで作業停止
	
	

	軽傷（通院のみ）
	Ⅰ
	Ⅱ
	Ⅲ
	Ⅲ
	
	Ⅳ
	
	
	
	

	中傷(休業２ヶ月未満)
	Ⅱ
	Ⅲ
	Ⅳ
	Ⅳ
	
	Ⅲ
	中
	改善するまで作業停止が望ましい
	
	

	重傷(休業２ヶ月以上,又は障害あり)
	Ⅲ
	Ⅳ
	Ⅴ
	Ⅴ
	
	Ⅱ
	低
	状況に応じて改善を行う。
	
	

	死亡
	Ⅳ
	Ⅴ
	Ⅴ
	Ⅴ
	
	Ⅰ
	
	
	
	


· 青文字の部分を記入して下さい。
危険性又は有害性の調査書（リスクアセスメントシート）

	評価実施日
	
	評価

レベル
	改善前
	改善後
	
	代表者
	
	
	作成者

	改善前
	年　　月　　日
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	改善後
	年　　月　　日
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　レベルⅡ以下までリスクを下げる
	評価実施日
	年　　月　　日
	評価者
	
	記録者
	

	評価場所
（作業方法）

（被災状況）
	

	危険箇所（作業）
	作業場所の状況
	対策内容
	リスク評価
	対策日
	備　　考
(改善に必要な用具や費用等)

	
	
	
	
	作業頻度
	ケガの程度
	評価レベル
	
	

	
	
	
	改善前
	
	
	
	
	

	
	
	
	改善後
	
	
	
	
	


	評価レベル
	
	評価

レベル

↓
	危険度
	改善の優先度
	
	総　　評

	作業頻度

（　）は目安

ケガの程度
	まれに
（年数回）
	たまに
（月毎）
	時　々
（週毎）
	頻　繁
（毎日）
	
	
	
	
	
	

	すり傷（通院無し）
	Ⅰ
	Ⅰ
	Ⅱ
	Ⅱ
	
	Ⅴ
	高
	改善するまで作業停止
	
	

	軽傷（通院のみ）
	Ⅰ
	Ⅱ
	Ⅲ
	Ⅲ
	
	Ⅳ
	
	
	
	

	中傷(休業２ヶ月未満)
	Ⅱ
	Ⅲ
	Ⅳ
	Ⅳ
	
	Ⅲ
	中
	改善するまで作業停止が望ましい
	
	

	重傷(休業２ヶ月以上,又は障害あり)
	Ⅲ
	Ⅳ
	Ⅴ
	Ⅴ
	
	Ⅱ
	低
	状況に応じて改善を行う。
	
	

	死亡
	Ⅳ
	Ⅴ
	Ⅴ
	Ⅴ
	
	Ⅰ
	
	
	
	


（記入例を参考にしてください）
なるべく関係労働者全員に確認してもらうようにする。





災害発生日





この欄は、矢印の評価レベルの一覧表から選んで記入して下さい。





Ⅴ





Ⅱ





事業者職氏名


（有）安全木材　　代表取締役　安全一郎　　� eq \o\ac(○,印)�





事業者職氏名


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� eq \o\ac(○,印)�








